
(57)【要約】

【課題】内視鏡を通して臓器内の異物や細菌等の送水機

内への逆流を防止し、送水機のタンク内の液体を汚染さ

せたり、タンク内に収容した液体の質に影響を与えさせ

たりすることのない内視鏡用送水チューブを提供する。

【解決手段】送水機２０に結合するための流入側コネク

タ２と、内視鏡３０に結合するための流出側コネクタ３

とを備えたチューブ本体４を設け、該チューブ本体と前

記両コネクタの三者のうち少なくとも一つに、流入側コ

ネクタから流出側コネクタへ向かう流れのみを許容する

逆止部材５を設置したものである。この逆止部材５はこ

れを設置したチューブ本体や両コネクタにて液体の逆流

を確実に規制できる。これにより、送水機２０のタンク

内の液体を汚染させたり、タンク内の液体の質に影響を

与えさせたりするおそれを完全に払拭できるようにして

いる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
送 水 機 に 結 合 す る た め の 流 入 側 コ ネ ク タ と 、 内 視 鏡 に 結 合 す る た め の 流 出 側 コ ネ ク タ と を
備 え た チ ュ ー ブ 本 体 を 設 け 、 該 チ ュ ー ブ 本 体 と 前 記 両 コ ネ ク タ の 三 者 の う ち 少 な く と も 一
つ に 、 流 入 側 コ ネ ク タ か ら 流 出 側 コ ネ ク タ へ 向 か う 流 れ の み を 許 容 す る 逆 止 部 材 を 設 置 し
た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 送 水 チ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 チ ュ ー ブ 本 体 の 主 部 が 柔 軟 素 材 で 形 成 さ れ 、 流 出 側 コ ネ ク タ 寄 り の 一 部 が 硬 質 素 材 で
湾 曲 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 送 水 チ ュ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 食 道 ・ 胃 ・ 腸 等 の 消 化 管 の 正 確 な 観 察 を 目 的 と し た 、 消 化 管 内 の 洗 浄 の た め
の 送 水 、 あ る い は 内 視 鏡 の ス コ ー プ 先 端 に 備 え た 小 型 カ メ ラ を 用 い て 鮮 明 に 消 化 管 内 を 記
録 す る た め の 消 化 管 へ の 送 水 、 消 化 管 内 の 出 血 部 位 及 び 止 血 後 の 部 位 の 確 認 の た め の 送 水
等 に 使 用 し て 好 適 な 内 視 鏡 用 送 水 チ ュ ー ブ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 内 視 鏡 に は 種 々 の 目 的 で 送 水 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 送 水 に つ い て 、 今
ま で は 内 視 鏡 操 作 部 に あ る 鉗 子 孔 か ら 、 水 ま た は 生 理 食 塩 水 な ど の 液 体 を 収 容 し た シ リ ン
ジ （ 注 射 器 ） を 接 続 し 、 該 シ リ ン ジ の 操 作 に よ り 送 水 を 行 っ て い た 。 こ の シ リ ン ジ を 用 い
た 送 水 は 、 内 視 鏡 の 操 作 と 平 行 し て 行 う こ と か ら 困 難 を 伴 っ た ば か り で な く 、 内 視 鏡 技 師
又 は 看 護 師 の 介 添 え が 必 要 で あ っ た 。 し か も 送 水 時 の 水 圧 が 充 分 に 出 な い た め に 企 図 し た
送 水 効 果 （ 観 察 部 位 の 残 渣 及 び 泡 の 除 去 、 出 血 部 位 の 視 野 確 保 等 ） が 得 ら れ 難 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 最 近 、 上 記 シ リ ン ジ に 代 え 、 水 ま た は 生 理 食 塩 水 な ど の 液 体 を 貯 留 す る た め
の タ ン ク 、 該 タ ン ク 内 の 液 体 を 吐 出 さ せ る た め の ポ ン プ 、 該 ポ ン プ を 作 動 さ せ る た め の フ
ッ ト ペ タ ル と を 備 え た 送 水 機 を 利 用 し て ス コ ー プ 内 の 洗 浄 、 消 化 管 内 の 洗 浄 等 を 行 う シ ス
テ ム （ 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ７ ２ ０ ８ 号 ） が 提 案 さ れ る に 至 っ た 。 こ れ は 水 ま た は 生 理 食 塩
水 な ど の 液 体 の 送 水 が 、 オ ペ レ ー タ の フ ッ ト 操 作 に よ り 内 視 鏡 の 操 作 と 平 行 し て 行 え る 点
で 有 利 で あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ７ ２ ０ ８ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 送 水 機 に て 行 わ れ る 送 水 時 に 、 当 該 送 水 し た 水 の 一 部 、 消 化 管 内 の
粘 膜 の 一 部 、 消 化 管 内 で 繁 殖 し て い る 細 菌 （ ピ ロ リ 菌 等 ） な ど が 送 水 機 内 へ 逆 流 す る こ と
が あ り 、 送 水 機 の タ ン ク 内 を 汚 染 し た り 、 タ ン ク 内 に 収 容 し た 液 体 の 質 に 影 響 を 与 え た り
す る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 を 解 消 す る た め の も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 内 視 鏡 を
通 し て 消 化 管 内 の 異 物 や 細 菌 等 の 送 水 機 内 へ の 逆 流 を 防 止 し 、 送 水 機 の タ ン ク 内 の 液 体 を
汚 染 さ せ た り 、 タ ン ク 内 に 収 容 し た 液 体 の 質 に 影 響 を 与 え さ せ た り す る こ と の な い 内 視 鏡
用 送 水 チ ュ ー ブ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 送 水 チ ュ ー ブ は 、 送 水 機 に 結 合 す る
た め の 流 入 側 コ ネ ク タ と 、 内 視 鏡 に 結 合 す る た め の 流 出 側 コ ネ ク タ と を 備 え た チ ュ ー ブ 本
体 を 設 け 、 該 チ ュ ー ブ 本 体 と 前 記 両 コ ネ ク タ の 三 者 の う ち 少 な く と も 一 つ に 、 流 入 側 コ ネ
ク タ か ら 流 出 側 コ ネ ク タ へ 向 か う 流 れ の み を 許 容 す る 逆 止 部 材 を 設 置 し た も の で あ る 。 こ
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の 逆 止 部 材 は こ れ を 設 置 し た チ ュ ー ブ 本 体 や 両 コ ネ ク タ に て 液 体 の 逆 流 を 確 実 に 規 制 で き
る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 送 水 チ ュ ー ブ は 、 前 記 チ ュ ー ブ 本 体 の 主 部
が 柔 軟 素 材 で 形 成 さ れ 、 流 出 側 コ ネ ク タ 寄 り の 一 部 が 硬 質 素 材 で 湾 曲 状 に 形 成 し た も の で
あ る 。 柔 軟 素 材 で 構 成 し た チ ュ ー ブ 本 体 の 主 部 は 殆 ど の 範 囲 を 指 し 、 硬 質 素 材 で 構 成 し た
チ ュ ー ブ 本 体 の 一 部 は 内 視 鏡 に 結 合 さ せ た り 、 送 水 機 の 一 部 に 引 っ か け る 僅 か な 範 囲 を 指
し て い る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 を 操 作 し つ つ 行 わ れ る 鮮 明 な 消 化 管 内 の 観 察 視 野 を 確 保 す る た
め の 送 水 時 、 消 化 管 内 の 出 血 時 に そ の 部 位 の 視 野 を 確 保 す る た め の 、 又 は 止 血 後 そ の 部 位
の 視 野 を 確 保 す る た め の 洗 浄 に 使 用 し た 水 、 粘 膜 の 一 部 、 消 化 管 内 で 繁 殖 し て い る 細 菌 等
が チ ュ ー ブ 本 体 を 通 し て 送 水 機 に 逆 流 す る こ と を 確 実 に 防 止 で き る 。 し た が っ て 、 送 水 機
の タ ン ク 内 の 液 体 を 汚 染 さ せ た り 、 タ ン ク 内 の 液 体 の 質 に 影 響 を 与 え さ せ た り す る お そ れ
を 完 全 に 払 拭 で き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 チ ュ ー ブ 本 体 の 主 部 は 柔 軟 素 材 で 構 成 さ れ 丸 め
て 小 さ く 保 管 で き る し 、 送 水 機 と 内 視 鏡 と の 間 に セ ッ ト す る 作 業 を 容 易 に す る 。 ま た 、 流
出 側 コ ネ ク タ 側 は 硬 い た め 内 視 鏡 ス コ ー プ の 操 作 部 に お い て 、 チ ュ ー ブ の 接 触 を 防 ぎ 、 内
視 鏡 操 作 の 妨 げ に な ら ず 、 し か も 、 内 視 鏡 か ら 外 し た 時 に 送 水 機 等 適 所 に チ ュ ー ブ 端 が 床
面 に 触 れ て 汚 れ な い よ う に 引 っ か け て お く こ と が で き る な ど の 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 態 様 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 願 チ ュ ー ブ の 使 用
状 態 を 示 す 略 示 的 斜 視 図 、 図 ２ は 本 願 チ ュ ー ブ の チ ュ ー ブ 本 体 の 一 部 を 省 略 し た 正 面 図 、
図 ３ は 本 願 チ ュ ー ブ に 用 い る 逆 止 部 材 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 チ ュ ー ブ １ は 、 送 水 機 ２ ０ に 結 合 す る た め の 流 入 側 コ ネ ク タ ２ と 、 内 視 鏡 ３ ０ に 結
合 す る た め の 流 出 側 コ ネ ク タ ３ と を 備 え た チ ュ ー ブ 本 体 ４ を 設 け て な る 。 該 チ ュ ー ブ 本 体
４ と 前 記 両 コ ネ ク タ ２ 、 ３ の 三 者 の う ち 少 な く と も 一 つ に は 、 流 入 側 コ ネ ク タ ２ か ら 流 出
側 コ ネ ク タ ３ へ 向 か う 流 れ （ 矢 印 Ａ ） の み を 許 容 す る 逆 止 部 材 ５ を 設 置 し て い る 。 換 言 す
れ ば 、 内 視 鏡 ３ ０ か ら 送 水 機 ２ ０ へ 向 け て の 逆 流 （ 矢 印 Ａ ′ ） を 規 制 し 、 異 物 や 細 菌 等 が
送 水 機 ２ ０ に 入 ら な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ 本 体 ４ の 流 入 側 コ ネ ク タ ２ を 結 合 さ せ る 送 水 機 ２ ０ は 、 水 ま た は 生 理 食 塩
水 な ど の 液 体 を 貯 留 す る た め の タ ン ク ２ １ と 、 該 タ ン ク ２ １ 内 の 液 体 を 吐 出 口 ２ ２ よ り 吐
出 さ せ る た め の ポ ン プ ２ ３ が 内 蔵 さ れ 、 該 ポ ン プ ２ ３ を 作 動 さ せ る た め の フ ッ ト ス イ ッ チ
２ ４ が 機 外 に リ ー ド 線 ２ ５ を 介 し て 延 出 さ れ て い る 。 該 フ ッ ト ス イ ッ チ ２ ４ の 踏 み 込 み 方
（ あ る い は 他 の 操 作 手 段 の 操 作 に よ る こ と も あ る ） に よ り 吐 出 量 や 流 速 が 自 在 に 変 更 で き
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ 本 体 ４ の 流 出 側 コ ネ ク タ ３ を 結 合 さ せ る 内 視 鏡 ３ ０ は 、 食 道 ・ 胃 ・ 腸 等 の
消 化 管 な ど の 空 間 に 挿 入 す る た め の フ レ キ ブ ル チ ュ ー ブ か ら な る ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ を 備
え て い る 。 該 ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ に は 、 ス コ ー プ 先 端 の 受 像 素 子 か ら 本 体 へ 映 像 信 号 を 伝
達 す る た め の ケ ー ブ ル が あ り 、 ま た 、 本 体 か ら ス コ ー プ 先 端 へ 照 明 用 の 光 を 体 内 に 導 く た
め の 光 フ ァ イ バ ー が 組 み 込 ま れ て い る 他 、 鉗 子 等 の 処 置 具 （ 図 示 せ ず ） を 挿 通 す る た め の
鉗 子 孔 ３ ２ 及 び こ れ に 続 く 鉗 子 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 せ ず ） が ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ を 縦 通 し て
い る 。 ま た 、 内 視 鏡 ３ ０ に は 消 化 管 内 に 注 入 し た 液 体 等 を 排 出 さ せ る た め の 吸 引 口 ３ ３ 及
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び こ れ に 続 く こ れ に 続 く 鉗 子 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 せ ず ） が ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ を 縦 通 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 フ レ キ ブ ル チ ュ ー ブ か ら な る ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ の 先 端 部 に は 、 小 型 カ メ ラ （ 図 示
せ ず ） が 組 み 込 ま れ て い る 。 な お 、 図 中 、 ３ ４ は 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン 、 ３ ５ は 吸 引 ボ タ ン 、
３ ６ 、 ３ ６ ′ は ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ の 先 端 ３ １ ′ を 動 か す た め に 組 み 込 ん だ ア ン グ ル 操 作
ノ ブ で あ る 。 ３ ７ は 内 視 鏡 の 主 装 置 で 、 照 明 用 の 光 源 装 置 ３ ８ ａ 、 画 像 モ ニ タ ３ ８ ｂ 、 デ
ー タ 記 録 装 置 ３ ８ ｃ な ど が 組 み 込 ま れ て い る 。 該 主 装 置 ３ ７ は ケ ー ブ ル ３ ９ を 介 し て 前 記
内 視 鏡 ３ ０ に 連 繋 し て い る 。 す な わ ち 、 内 視 鏡 ３ ０ の 操 作 は 前 記 主 装 置 ３ ７ の 画 像 モ ニ タ
３ ８ ｂ を 見 な が ら 行 う こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ 本 体 ４ は 、 そ の 主 部 ４ ａ が 柔 軟 素 材 （ 例 え ば 、 Ｐ Ｖ Ｃ ） で 形 成 さ れ 、 流 出
側 コ ネ ク タ ３ 寄 り の 一 部 ４ ｂ が 硬 質 素 材 （ 例 え ば 、 高 密 度 Ｐ Ｅ 、 Ｐ Ｐ ） で 湾 曲 状 （ 湾 曲 度
合 は 自 由 に 決 定 さ れ 、 必 ず し も 図 示 の 例 に は 限 ら な い ） に 形 成 さ れ て い る 。 こ こ に 流 出 側
コ ネ ク タ ３ 寄 り の 一 部 ４ ｂ を 硬 質 素 材 に し た の は 内 視 鏡 ３ ０ と の 結 合 力 を 増 大 さ せ る た め
有 効 だ か ら で あ る 。 ま た 、 そ の 一 部 ４ ｂ を 湾 曲 状 に 形 成 し た の は 内 視 鏡 ３ ０ か ら 結 合 を 外
し た と き に 、 図 １ の 如 く 、 送 水 機 ２ ０ の 適 所 に 設 け た フ ッ ク ２ ６ に 引 っ か け て お け る よ う
に す る た め で あ る 。 前 記 チ ュ ー ブ ４ の 主 部 ４ ａ と 一 部 ４ ｂ と の 結 合 部 ４ ｃ は 後 者 を 前 者 に
差 込 ん で な る が 、 他 の 結 合 方 式 を 採 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 逆 止 部 材 ５ は 、 前 記 チ ュ ー ブ ４ の 主 部 ４ ａ の 途 中 に 設 置 し た も の を 示 し て い る 。 該
逆 止 部 材 ５ は 、 図 ３ の 如 く 、 チ ュ ー ブ 連 結 部 ６ ａ を 備 え た ス カ ー ト 部 ６ に 、 チ ュ ー ブ 連 結
部 ７ ａ を 備 え た ソ ケ ッ ト 部 ７ を 嵌 入 固 定 し て な る ハ ウ ジ ン グ 内 に は 弾 性 部 材 （ ゴ ム 部 材 ）
か ら な る 円 錐 形 の 弁 体 ８ を 設 置 し て い る 。 該 弁 体 ８ は 流 入 側 コ ネ ク タ ２ か ら 流 出 側 コ ネ ク
タ ３ へ 向 か う 流 れ （ 矢 印 Ａ ） の 上 流 側 が 大 き く 開 口 し 、 下 流 側 が 狭 窄 さ れ 、 か つ 該 狭 窄 頂
部 に ス リ ッ ト ９ を 設 け て い る 。 該 ス リ ッ ト ９ は 矢 印 Ａ 方 向 の 流 れ は 、 通 過 さ せ る が 、 矢 印
Ａ ′ 方 向 の 流 れ は 規 制 す る 構 造 に な っ て い る 。 勿 論 、 逆 止 部 材 ５ の 構 造 は 、 図 ３ に 示 し た
も の に 限 定 す る 必 要 は な い 。 ま た 、 逆 止 部 材 ５ は 、 図 示 の 例 で は 、 チ ュ ー ブ 本 体 ４ の 途 中
に 設 け て い る が 、 前 記 流 入 側 コ ネ ク タ ２ あ る い は 流 出 側 コ ネ ク タ ３ に 内 蔵 し て も 、 あ る い
は コ ネ ク タ ２ 、 ３ に 連 結 さ せ る 第 ２ コ ネ ク タ を 用 意 し そ の 内 に 構 成 し て も も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 の ３ つ の 場 合 に つ い て 本 願 チ ュ ー ブ １ の 作 用 を 具 体 的 に 説 明 す る 。 す な わ ち 、
（ １ ） 内 視 鏡 ３ ０ の ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ の 先 端 部 に 組 み 込 ん だ 小 型 カ メ ラ （ 図 示 せ ず ） を
　 　 　 用 い て 消 化 管 表 面 を 観 察 の た め に 送 水 す る 場 合
（ ２ ） 消 化 管 内 の 出 血 部 位 又 は そ の 止 血 後 そ の 部 位 を 観 察 の た め に 送 水 す る 場 合
（ ３ ） 使 用 後 の 内 視 鏡 ３ ０ の ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ を 縦 通 す る パ イ プ 内 面 を 洗 浄 す る 場 合
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 （ １ ） の 場 合 に つ い て
　 ま ず 、 チ ュ ー ブ 本 体 ４ の 流 入 側 コ ネ ク タ ２ を 送 水 機 ２ ０ に 結 合 し 、 流 出 側 コ ネ ク タ ３ を
内 視 鏡 ３ ０ の 鉗 子 孔 ３ ２ に 結 合 す る 。 こ の 場 合 、 流 出 側 コ ネ ク タ ３ 寄 り の 一 部 ４ ｂ が 硬 質
で あ る た め 内 視 鏡 ３ ０ へ の ま と わ り 付 き を 防 い で く れ る 。 次 い で 主 装 置 ３ ７ の モ ニ タ を 見
な が ら 、 ア ン グ ル 操 作 ノ ブ ３ ６ 、 ３ ６ ′ を 操 作 し つ つ ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ の 先 端 部 ３ １ ′
の 小 型 カ メ ラ （ 図 示 せ ず ） を 目 的 の 方 向 に 向 け 、 フ ッ ト ス イ ッ チ ２ ４ を 踏 み 込 む 。 こ れ に
よ り 送 水 機 ２ ０ の タ ン ク ２ １ 内 に 、 予 め 貯 留 し た 液 体 を 、 吐 出 口 ２ ２ よ り 流 入 側 コ ネ ク タ
２ 、 チ ュ ー ブ 本 体 ４ 、 逆 止 部 材 ５ 、 流 出 側 コ ネ ク タ ３ を 順 次 、 経 さ せ て 内 視 鏡 ３ ０ の ス コ
ー プ 挿 入 部 ３ １ を 縦 通 さ せ た 鉗 子 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 せ ず ） を 通 し て 噴 射 さ せ る と 、 小 型 カ
メ ラ が 向 い た 目 的 の 部 位 （ 消 化 管 表 面 ） が 洗 浄 さ れ る か ら 、 観 察 部 位 の 鮮 明 な 写 真 が 得 ら
れ 、 円 滑 な 内 視 鏡 検 査 の 進 行 に も 寄 与 す る こ と が 実 験 的 に 確 認 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 画 像 鮮 明 度 向 上 の た め の 送 水 中 、 チ ュ ー ブ 本 体 ４ の 途 中 に 設 置 し た 逆 止 部 材 ５ の 作
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用 に よ り 内 視 鏡 ３ ０ の ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ を 縦 通 し た 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 消 化 管 表 面
の 粘 膜 の 一 部 や 消 化 管 内 に 生 息 し て い た ピ ロ リ 菌 な ど の 異 物 の 逆 流 を 確 実 に 遮 断 す る 。 し
た が っ て 、 タ ン ク ２ １ 内 の 液 体 は 汚 染 さ れ た り 変 質 さ せ ら れ る よ う な こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 （ ２ ） の 場 合 に つ い て
　 ま ず 、 チ ュ ー ブ 本 体 ４ の 流 入 側 コ ネ ク タ ２ を 送 水 機 ２ ０ に 結 合 し 、 流 出 側 コ ネ ク タ ３ を
内 視 鏡 ３ ０ の 鉗 子 孔 ３ ２ に 結 合 す る 。 次 い で 、 主 装 置 ３ ７ の モ ニ タ を 見 な が ら 、 ア ン グ ル
操 作 ノ ブ ３ ６ 、 ３ ６ ′ を 操 作 し つ つ ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ の 先 端 部 ３ １ ′ を 目 的 の 方 向 に 向
け 、 フ ッ ト ス イ ッ チ ２ ４ を 踏 み 込 む 。 こ れ に よ り 送 水 機 ２ ０ の タ ン ク ２ １ 内 に 予 め 貯 留 し
た 液 体 を 、 吐 出 口 ２ ２ よ り 流 入 側 コ ネ ク タ ２ 、 チ ュ ー ブ 本 体 ４ 、 逆 止 部 材 ５ 、 流 出 側 コ ネ
ク タ ３ を 順 次 経 て 内 視 鏡 ３ ０ の ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ を 縦 通 さ せ た 鉗 子 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 せ
ず ） を 通 し て 噴 射 さ せ る と 、 出 血 部 位 付 近 が 洗 浄 さ れ 、 止 血 の 処 置 ま で が 円 滑 に 行 え る 。
ま た 、 止 血 後 、 そ の 部 位 を 再 び 洗 浄 す る こ と に よ り 止 血 の 確 認 も 明 確 に 行 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 止 血 部 位 の 洗 浄 の た め の 送 水 中 、 チ ュ ー ブ 本 体 ４ の 途 中 に 設 置 し た 逆 止 部 材 ５ の 作
用 に よ り 内 視 鏡 ３ ０ の ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ を 縦 通 し た 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 粘 膜 の 一 部
や 消 化 管 内 に 生 息 し て い た ピ ロ リ 菌 な ど の 異 物 の 逆 流 を 確 実 に 遮 断 す る 。 し た が っ て 、 タ
ン ク ２ １ 内 の 液 体 は 汚 染 さ れ た り 変 質 さ せ ら れ る よ う な こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 （ ３ ） の 場 合 に つ い て
　 ま ず 、 チ ュ ー ブ 本 体 ４ の 流 入 側 コ ネ ク タ ２ を 送 水 機 ２ ０ に 結 合 し 、 流 出 側 コ ネ ク タ ３ を
内 視 鏡 ３ ０ の 鉗 子 孔 ３ ２ に 結 合 す る 。 次 い で 、 フ ッ ト ス イ ッ チ ２ ４ を 踏 み 込 ん で 、 タ ン ク
２ １ 内 に 予 め 貯 留 し た 洗 浄 水 を 吐 出 口 ２ ２ か ら 流 入 側 コ ネ ク タ ２ 、 チ ュ ー ブ 本 体 ４ 、 逆 止
部 材 ５ 、 流 出 側 コ ネ ク タ ３ を 、 順 次 経 さ せ て 内 視 鏡 ３ ０ の ス コ ー プ 挿 入 部 ３ １ 内 に 注 入 す
る 。 こ れ に よ り 、 使 用 後 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内 に 付 着 し て い る 粘 膜 な ど の 汚 れ が 確 実 に 洗 浄
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 如 く 、 本 願 チ ュ ー ブ １ を 用 い て 内 視 鏡 検 査 を 行 う 時 、 通 常 の 観 察 以 外 に 消 化 管 表
面 の 細 胞 を 検 査 目 的 で 採 取 す る 際 な ど 、 鉗 子 類 を 使 う 必 要 が あ る 時 は 、 流 出 側 コ ネ ク タ ３
を 内 視 鏡 ３ ０ の 鉗 子 孔 ３ ２ か ら 外 し 、 処 置 を 行 う 。 ま た 、 通 常 の 観 察 に 戻 る 際 、 フ ッ ク ２
６ に 掛 け て あ る 流 出 側 コ ネ ク タ ３ を 内 視 鏡 ３ ０ の 鉗 子 孔 ３ ２ に 結 合 し 、 送 水 を 行 う 。 こ れ
ら の 操 作 は 、 従 来 、 シ リ ン ジ （ 注 射 器 ） を 用 い た 際 、 助 手 （ 看 護 師 ） か ら 受 け 取 っ て 送 水
等 を 行 っ て い た が 、 本 願 チ ュ ー ブ １ の 使 用 に よ り 検 査 医 単 独 で チ ュ ー ブ の 脱 着 が で き る の
で 、 検 査 医 が 必 要 と 認 め た 時 い つ で も 送 水 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ら の 洗 浄 中 、 洗 浄 水 の 流 路 内 に 存 在 す る 逆 止 部 材 ５ の 作 用 に よ り 内 視 鏡 ３ ０ の ス コ
ー プ 挿 入 部 ３ １ 内 に 付 着 し て い た 粘 膜 の 一 部 や 消 化 管 内 に 生 息 し て い た ピ ロ リ 菌 な ど は 確
実 に 遮 断 さ れ る 。 し た が っ て 、 タ ン ク ２ １ 内 の 液 体 が 汚 染 さ れ た り 変 質 さ せ ら れ た り す る
こ と が 一 切 な い 。 こ の 洗 浄 の 場 合 、 内 視 鏡 に 結 合 し た チ ュ ー ブ 本 体 の 端 末 に シ リ ン ジ （ 注
射 器 ） の 先 端 を 接 続 し 、 該 シ リ ン ジ の 操 作 に よ り 洗 浄 水 を 送 水 し て い た 場 合 に お い て 、 看
護 師 の 介 添 え が 少 な く と も ３ 人 以 上 必 要 で あ っ た が 、 本 洗 浄 方 式 に よ る と 多 く て も ２ 人 の
介 添 え で 済 み 、 ド ク タ ー 及 び 婦 長 か ら の 評 価 の 高 い こ と が 認 め ら れ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 願 チ ュ ー ブ １ は 、 内 視 鏡 使 用 後 の 洗 浄 の た め の 送 水 、 消 化 管 内 の 鮮 明 な 観 察 視 野 を 確
保 す る た め の 送 水 、 出 血 、 止 血 部 位 の 確 認 の た め の 送 水 、 送 水 機 の タ ン ク 内 を 汚 染 さ せ な
い た め に 有 効 で あ る 。 こ の 場 合 に お い て 、 内 視 鏡 使 用 後 の 洗 浄 の た め の 送 水 用 と し て の 本
願 チ ュ ー ブ １ は 非 医 療 用 具 と な る が 、 消 化 管 内 の 鮮 明 な 観 察 視 野 を 確 保 す る た め の 送 水 や
出 血 、 止 血 部 位 の 確 認 の た め の 送 水 用 と し て 本 願 チ ュ ー ブ １ は 医 療 用 具 と な る こ と は 勿 論
で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 願 チ ュ ー ブ の 使 用 状 態 を 示 す 略 示 的 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 チ ュ ー ブ の チ ュ ー ブ 本 体 の 一 部 を 省 略 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 チ ュ ー ブ に 用 い る 逆 止 部 材 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ 　 本 願 チ ュ ー ブ
　 ２ 　 流 入 側 コ ネ ク タ
　 ３ 　 流 出 側 コ ネ ク タ
　 ４ 　 チ ュ ー ブ 本 体
　 ４ ａ 　 主 部
　 ４ ｂ 　 一 部
　 ４ ｃ 　 結 合 部
　 ５ 　 逆 止 部 材
　 ６ 　 ス カ ー ト 部
　 ６ ａ 　 チ ュ ー ブ 連 結 部
　 ７ 　 ソ ケ ッ ト 部
　 ７ ａ 　 チ ュ ー ブ 連 結 部
　 ８ 　 弁 体
　 ９ 　 ス リ ッ ト
　 ２ ０ 　 送 水 機
　 ２ １ 　 タ ン ク
　 ２ ２ 　 吐 出 口
　 ２ ３ 　 ポ ン プ
　 ２ ４ 　 フ ッ ト ス イ ッ チ
　 ２ ５ 　 リ ー ド 線
　 ２ ６ 　 フ ッ ク
　 ３ ０ 　 内 視 鏡
　 ３ １ 　 ス コ ー プ 挿 入 部
　 ３ １ ′ 　 ス コ ー プ 挿 入 部 の 先 端
　 ３ ２ 　 鉗 子 孔
　 ３ ３ 　 吸 引 口
　 ３ ４ 　 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン
　 ３ ５ 　 吸 引 ボ タ ン
　 ３ ６ 、 ３ ６ ′ 　 ア ン グ ル 操 作 ノ ブ
　 ３ ７ 　 内 視 鏡 の 主 装 置
　 ３ ８ ａ 　 照 明 用 の 光 源 装 置
　 ３ ８ ｂ 　 画 像 モ ニ タ
　 ３ ８ ｃ 　 デ ー タ 記 録 装 置
　 ３ ９ 　 ケ ー ブ ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(7) JP 2006-25888 A 2006.2.2



专利名称(译) 内窥镜供水管

公开(公告)号 JP2006025888A 公开(公告)日 2006-02-02

申请号 JP2004205331 申请日 2004-07-12

[标]申请(专利权)人(译) Kosma梅迪奇

申请(专利权)人(译) 复地辉光医药有限公司
有限公司Kosma医护

[标]发明人 松川孝史
高橋寛

发明人 松川 孝史
高橋 寛

IPC分类号 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.332.A A61B1/015.511

F-TERM分类号 4C061/GG11 4C061/HH04 4C061/JJ06 4C061/JJ11 4C161/GG11 4C161/HH04 4C161/JJ06 4C161
/JJ11

其他公开文献 JP4544924B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供用于供水的内窥镜管，其防止内部器官中的异物和
细菌通过内窥镜回流到供水机器，使得供水机的罐中的液体不被污染并
且储存在罐中的液体质量不受影响。 ŽSOLUTION：用于供水的内窥镜
管具有管体4，管体4配备有连接到供水机20的流入侧连接器2和连接到内
窥镜30的流出侧连接器3，其中不返回仅允许从流入侧连接器到流出侧连
接器的流动的构件5设置在管体和两个连接器中的至少一个中。止回构件
5当然可以限制管体中的液体的回流或者设置有管体的两个连接器。因
此，可以完全消除供水机20的罐中的液体污染的风险或者对罐中的液体
质量的影响。 Ž
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